
会報  「山 弓 連」 平成２４年１月 

平成２３年度 第２５回 山日・YBS杯争奪弓道選手権大会２０１１．１１、２３ 

参加申込人数　２２名　　参加者　１７名　予選通過　７名

順位 氏名 段位 支部名

優勝 羽田友里 初段 富士吉田 ○ × × ○ ○ ○ 　 　 　 　 　
２位 梶原久美子 五段 笛吹 ○ × ○ ○ ○ × 　 　 　 　 　

３位 小泉茜 三段 笛吹 × ○ ○ × × 　 　

参加申込人数　５８名　　参加者　５１名　予選通過　３１名

順位 氏名 段位 支部名
優勝 青島勉 四段 中央 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　
２位 神田英彦 五段 大月 ○ ○ × × ○ ○ ○ × 　 　 　

３位 幡野征司 四段 大月 × ○ ○ × ○ ○ ○ × 　 　 　
４位 渡辺誠 無段 富士川 × × ○ ○ ○ ○ × 　 　 　 　

５位 齋藤光幸 初段 甲府 ○ × ○ ○ ○ × 　

参加申込人数　２５名　　参加者　２４名　予選通過　１３名

順位 氏名 段位 支部名

優勝 深沢武重 教士六 南アルプス × ○ × ○ ○ ○ ○ 　 　 　

２位 中村秀子 錬士五 笛吹 ○ ○ × × ○ ○ ×

３位 綿奈部博史 錬士六 甲府 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

予選 競射結果

予選 競射結果

５人遠近競射

８人遠近競射

３人遠近競射

女子の部

男子の部

称号の部

予選 競射結果

 

第１８回笛吹市石和町清流杯争奪弓道大会の報告 

１１月６日（日）９時から、笛吹市石和町清流館弓道場において「第１８回石和町清流杯争奪弓道大会

が開催されました。あいにくの曇り空でしたが、町内のお手伝いも含めて、約１００名の参加者があり

ました。開会式では主催者である石川光次石和体協会長あいさつのあと、安土の「幕」が石和町から笛

吹市名に代わり、お披露目されました。今年も賞品が石和町名産の｢柿｣で、昼食時の｢トン汁｣「もつ煮」

も参加者の皆様から大好評で、秋の一日を楽しく過ごすことができました。なお今年は石和町弓道スポ

ーツ少年団の小学生６名が特別出場し、矢取りなどのお手伝いもして弓道の実践勉強をしました。 

結果は以下の通りです。 

近的 一人８射 

団体優勝（富士吉田市１６中競射により）１．羽田穂高 ２．桑原 良 ３．鍵和田哲史 

団体準優勝 （南アルプス市 ）１．大野陽子 ２．大野晃史 ３．深澤 勇 

団体 ３位 甲府市３組１．高橋恭平   ２．深澤雄一  ３．中澤国弘 

近的 一人８射 個人優勝 大野晃史 （７中競射により） 

準優勝 羽田穂高 ３位 竹村栄寿 ４位 斉藤光幸 ６中競射により ５位 雨宮 哲 

遠的 一人８射 個人優勝 青島 勉（４９点） 準優勝 大野晃史 ３ 位 中澤国弘  

４位 羽田穂高 ５位 坂牧雅夫 

御坂町県下弓道大会 

平成２３年１０月２３日（日） 

心配された雨も朝にはあがり弓友の皆様４８名の参加をいただき盛大に射会を行うことができました。 

優勝・酒井紀夫・２位・桑原 良 ３位・大熊一隆 ４位・渡辺 大 ５位・長沢和久 

（報告・御坂町弓道部部長・雨宮 哲） 

山梨県弓道連盟 平成弐拾三年納射会 ２０１１，１２，１１ 

小瀬武道館弓道場 参加申込数 ４３名 参加者 ３０名 

優勝 伊藤 昇 錬士五段（大月）２位 雨宮 哲 五段（笛吹）３位 佐野辰巳 教士七段（南部） 

演武・峡北峡西ブロック５名、峡南ブロックの５名の持的射礼 

山梨県弓道連盟 平成弐拾四年初射会 
平成２４年１月８日（日） 小瀬武道館弓道場 参加申込数 ４８名 参加者 ４１名 

開始 １０時２３分 終了 １２時２３分 射数 祝射一手 四矢 計６射 

成績 

優勝 新藤康平 五段（甲府）２位 竹村榮壽 錬士五段（甲府）３位 神田津由美 三段（都留） 

演武・峡東ブロックの女性５名の持的射礼 

昇段、昇格者の答射礼 若杉年久（錬士六段）川島けい（錬士五段）矢頭恵造（錬士五段） 

昇段、昇格された方々に天野会長より、お祝いに「澄」１字が揮毫された扇が記念品として贈呈され、

また、祝い文をしたため贈呈されました。以下文面をご紹介いたします。 
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平
成
二
十
三
年
度
に
昇
段
・
昇
格
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
動
中
の
静
」、「
静
中
の
動
」
は
多
く
の
武
道
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸

事
の
中
で
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、「
静
」
は
言
う
べ
く
し
て
容
易

に
得
ら
れ
る
心
境
で
は
な
い
。
弓
道
修
練
の
中
で
も
五
澄
心
、
三

澄
心
と
言
わ
れ
、
心
の
ざ
わ
め
き
や
、
動
揺
の
無
い
明
鏡
止
水
の

心
境
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
の
災
害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
。
復
興

の
道
は
遠
い
な
が
ら
、
落
ち
着
き
と
、
整
然
と
し
た
被
災
者
の
身

の
処
し
方
に
は
、
日
本
文
化
の
真
髄
、
即
ち
大
事
な
こ
と
を
見
極

め
る
「
静
な
る
心
」「
心
の
澄
ま
し
」
の
働
き
の
も
あ
っ
た
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。
弓
道
は
そ
の
文
化
を
培
う
重
要
な
一
翼
を
担
っ

て
い
ま
す
。 

 

日
頃
の
研
鑽
指
標
の
一
つ
に
「
澄
ま
し
」
の
心
を
掲
げ
て
精
進

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

此
処
に
「
澄
」
一
字
を
揮
毫
し
、
更
な
る
斯
道
精
進
を
期
待
い

た
し
ま
す
。 
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